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架線集材による低コスト 
    木材生産システムを目指して 

 林業では「高性能林業機械」と
呼ばれる様々な機械を使い、木を
伐採します。作業に適した機械を
使うことで効率的に作業ができる
だけでなく、作業員の労働負担を
軽くしたり安全に作業ができます。 

 従来機械を利用した作業システムのさらなる低コストをめざし、効率の良い架線集材システムを提案します。
また、今後活躍が見込まれる先進的機械を利用した作業システムも検討しながら、生産性向上・低コスト化を
土台とし、県内の木材需給率の向上と森林の循環利用の促進に取り組んでいきます。 

島根県に適合した林業架線集材による低コスト木材生産システムの構築(H28～H30) 
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林業機械 

研究の背景・目的 

研究方法 

研究成果の活用・今後の研究計画 

①スイングヤーダや集材機といった、従来からある集材機械を利用した作業システムについて、集材に使用

する機材や集材距離、作業方法など現状の把握と改善点を明らかにします。また、集材作業の一部を省略

できる自動荷はずしフック等を使い、従来作業の生産性がより向上する作業条件を明らかにします。 

②油圧集材機や高性能タワーヤーダといった、今後全国的に普及が期待される先進的な機械を利用した場合

を調査し、生産性やコストの観点から島根県に合う作業システムを検討します。 

  

タワーヤーダ 従来の集材機 

  林業が儲かるためには、これらの機械を上手に使わなければなりません。特に島根県は急傾斜地が多い
ため、車両系の機械だけでなく架線系の機械も工夫して使っていくことが大切です。 

 そこで、この試験研究では従来からある架線系機械を使った作業方法（システム）の見直しや、新たな機
械を使った作業方法の検討を行い、島根県に合った効率的な作業方法の提案を行います。 

高性能林業機械を使った伐採作業の方法 

伐倒 木を伐り倒す 集材 伐った木を集める 造材 集めた木を玉切る 搬出 玉切った木を運ぶ 
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集材作業に使う機械 
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